
令和元年6月定例会 一般質問資料
三度のメシより佐渡が好き！！！ 政風会 幹事長 室岡啓史

http://hiroshimurooka.com/documentandscript_201906

◎佐渡アイランド集落ツーリズム構想の実現に向けて
【しごとづくり】【ひとづくり】【まちづくり】のプランニング
に関する確認と提案

(1)佐渡市将来ビジョンの改定について
①改定へのスケジュール・体制・方針の状況
②改定後の広報戦略・周知方法
③『前向きの島づくり』という考え方

(2)持続可能な環境の島づくりについて
①兵庫県淡路市『あわじ環境未来島構想（エネルギー関係）』の取り組み
②国連のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みをＳaＤoＧｓへ
③『自然エネルギーの島』構想への三浦市長の本気度は

(3)子育てしやすい島づくりについて
①岡山県勝田郡奈義町『子育て応援宣言』の取り組み
②兵庫県明石市『こども総合支援条例』の取り組み
③『切れ目のない子育て支援』への三浦市長の本気度は
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▼佐渡市将来ビジョン ⇒ 佐渡市の最上位計画

【出典】平成29年3月変更：佐渡市将来ビジョン

◆平成２９年３月変更：佐渡市将来ビジョン

⇒佐渡市の最上位計画であり、今年度改定を行う。

⇒グラフ、図表、画像等を多用し、ビジュアルにすべき！

第１章 佐渡市将来ビジョンの見直しに当たって

第２章 財政計画

第３章 行政改革の指針

第４章 庁舎整備等基本構想

第５章 持続可能な循環型社会の実現に向けた経済活性化戦略

▼第５章

『持続可能な循環型社会の実現に向けた経済活性化戦略』

５つの柱

【１】 産業の振興

【２】 観光地域づくりの推進

【３】 交通ネットワークの充実

【４】 佐渡活性化に向けた地域づくり

【５】 災害に強い島づくり

▼室岡が将来ビジョンに盛り込むべきと考えるキーワード

# 関係人口（観光以上定住未満という概念）

# ＳＤＧｓ（国連が掲げる持続可能な17の開発目標）

# 前向きの島づくり（心持ちのそもそも論）
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▼『前向きの島づくり』という考え方

◆佐渡のコンセプト：『前向きの島づくり』
コップに半分水が入っているとき、『もう半分しか
ない』と嘆くよりも『まだ半分もあるじゃないか』
と捉えよう！人口減少に端を発するあらゆる衰退を
プラス思考で捉え、トップランナーとなることで、
この県、この国を引っ張って行こう！

【①大目標】佐渡市民の佐渡市民による
佐渡市民のための地域づくり

↓そのためには
【②中目標】佐渡アイランド集落ツーリズム構想

佐渡の農山漁村の生業を大切にし、集落でかけがえの
ない時を過ごす人と人とがつながっていく世界観

↓現在進行中
【③小目標】小学校区単位を原則とする

地域づくりを全島へ
松ヶ崎集落での古民家再生の宿等を中心とした
地域づくりの横展開

【①大目標】

【②中目標】

【①小目標】
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▼『自然エネルギーの島 構想 ～離島の再エネ導入促進に向けた取組～』

【出典】自然エネルギーの島 構想∼離島の再エネ導入促進に向けた取組 - 新潟県
http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/111/709/simakousou_726504,0.pdf

【出典】日本経済新聞 WEB版 2019/2/7
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO40979100W9A200C1L21000/

◆新潟県と東北電力は2019年2月6日、再生可能エネルギーの導入推進
など6項目から成る包括連携協定を締結。

花角知事は「佐渡や粟島でエネルギー関連の色々な試みを実施し、世界に
誇れる最先端の地域になれるよう取り組んでいく。将来的に100%自然
エネルギーでまかなえる島にしたい」と期待を込めた。



▼【画像】兵庫県淡路市の行政視察（淡路市議会 他） 5

▲①暮らしの持続 ②農と食の持続

③エネルギーの持続 の三本柱

▲国生みの島に関するゆるキャラが

プリントされたクリアファイル

▲自然エネルギー自給率は約3割、

食料自給率は110％(ｶﾛﾘｰﾍﾞｰｽ)

▲淡路市役所に隣接するメガソーラー

発電設備。傾斜角度10°で設置。

▲関西国際空港を造るための埋立土砂

産出跡地活用の工業団地や病院など

▲淡路市防災あんしんセンター前

兼 防災センター・配食センター
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▼【画像】兵庫県淡路市の行政視察（淡路市防災あんしんセンター） 6

▲阪神大震災や防災グッズの展示に

よって防災意識の向上を図る。

▲2階から給食センターが見渡させる

市内全16小中学校に3300食を配食

▲淡路島内で生産している段ボール

を活用した非常用簡易ベッド

▲淡路市の日照率は高い。雨天の日

は、晴天の1/3程度に落ち込む。

▲入口モニターで発電量等が見られる。

一般家庭300世帯分の発電が可能。

▲当日は雨天であったため、発電量は

一般家庭55世帯分に留まった。
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▼エネルギーの島内生産額、地産地消の実現状況 7

▼島内のエネルギー生産額は、推計180億円/年程度

▼エネルギーの地産率の推定

自然エネルギーの普及率＝地産率と捉えて2％程度

▼エネルギーの地産地消で年間＋100億円の皮算用

上記仮定では、180億円/年×2％＝3.6億円/年

現状で年間＋100億円となると、地産率は・・・

（3.6億円＋100億円）÷180億円≒58％程度

つまり今よりも56％ほど多く自然エネルギーを普及

させることができれば、 ＋100億円/年！

2060年、人口37,000程度を維持している佐渡で、

37,000人÷56,000人≒66％となる。

180億円/年×66％≒120億円

（3.6億円＋100億円）÷120億円≒86％程度

つまり今よりも84％ほど多く自然エネルギーを普及

させることができて初めて、 ＋100億円/年！

∴佐渡でエネルギー自給率100％が達成できれば、

年間＋100億円の金を島の中で回すことが可能！？

▼佐渡市おけるエネルギー需要量に対するコスト

概ね156億円と推計される。そのまま島外流出して

いると仮定すると、年間1,000億円の15.6％を占め

ることとなる（平成25年度）。⇒オイルマネーの流出

▼電力会社直営による自然エネルギー推進は不可能か？

不採算地域こそ投資して自然エネルギーを推進する

ことで燃料代購入費が削減され、中長期的には経営

改善につながると考える。また、離島のモデルとなり、

本土での展開へとつながる可能性もある。

○佐渡の水力・内燃力発電所（東北電力佐渡営業所）

発電種類 発電所名 出力（kW） 割合 出力（kW） 割合

火力 両津火力発電所 53,000 65.0%

火力 相川火力発電所 27,500 33.7%

水力 白瀬発電所 457 0.6%

水力 梅津発電所 300 0.4%

水力 水沢発電所 133 0.2%

水力 新保川発電所 108 0.1%

80,500

998

98.8%

1.2%

【出典】佐渡の水力・内燃力発電所（東北電力佐渡営業所作成）

両津火力発電

所, 65.0%

相川火力発電所, 

33.7%

白瀬発電所, 

0.6%

梅津発電所, 

0.4%

水沢発電所, 

0.2%

新保川発電所, 

0.1%

【図】水力・内燃力発電所出力割合 【図】電源別発電電力量割合
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▼新潟県沖における洋上風力発電のポテンシャル等 8

【出典】新潟県：新潟県沖洋上風力発電ポテンシャル調査報告書

▼浮体式洋上風力発電の対象となる海域について
主として、佐渡島と粟島の中間部、佐渡島の大佐渡沖及
び北東部に対象の海域が見られる。制約条件との関係で
は、概ね、漁業権が存在する範囲外に分布している。ま
た、魚礁については確認できない。ただし、ポテンシャ
ルマップへの表示が困難な漁業や魚礁が存在する可能性
があることに注意が必要である。

【出典】世界遺産の吉水神社から「ニコニコ顔で、命がけ！」

【出典】みずほ情報総研：洋上風力発電の構造物と水深との関係（EWEA）
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▼ＳＤＧｓの取り組み ⇒ ＳaＤoＧｓへ 9
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◆ＳＤＧｓとは・・・

持続可能な開発目標のことで、

Sustainable Development  

Goalsの略。2015年に国連本部

で日本を含む193の加盟国の合意

の下で採択された「世界を変革す

るための17の目標と169のター

ゲット」のこと。持続可能性を地

球規模で考えた時に、非常に重要

な目標であり、一部民間企業や

日本青年会議所等も力をいれて

ＳＤＧｓの実現に取り組もうとし

ている状況にある。

【出典】【１分で分かる】世界を変革するための１７の目標「SDGs」ＳＤＧｓ
a o a h

i
m
a

◆佐渡市の取り組み・・・

トキとの共生を目指す環境共生型農業をはじめとする生物多様性の推進、

レジ袋の有料化、消費者協会が取り組む３０１０運動、クールビズや

ゴーヤカーテンをはじめとするクールチョイスなど、既に佐渡市として

取り組んでいるＳＤＧｓはたくさんある。

⇒まずは情報の整理、佐渡市将来ビジョンへの掲載をするべき！



▼【画像】岡山県奈義町の行政視察（なぎチャイルドホーム） 10

▲なぎチャイルドホーム内の

つどいの広場『ちゅくしんぼ』

▲『子育て応援宣言のまち』

子育てするなら奈義町で！

▲バザーを開催し、電子レンジ等の

必要な物品を購入している。

▲元園庭をそのまま有効利用▲乳幼児が遊びまわることのできる

スペース

▲全体の配置と避難経路
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▼【画像】岡山県奈義町の行政視察（奈義町議会） 11

▲奈義町の子育て支援の取組みが、

平成28年NHKで全国放送された。

▲奈義町の概要 出生数は約60人/年

面積：約70㎢、人口：約6,000人

▲平成26年の合計特殊出生率が

全国トップクラスの『2.81』！

▲40歳未満の夫婦に入居資格のある

町営住宅は家賃5万円/月程度

▲保育料・幼稚園授業料が、

子ども2人目半額、3人目無料！

▲1世帯あたりの子どもの数は、

5割が3人以上であるという状況！
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▼【画像】岡山県奈義町の行政視察（奈義町議会） 12

▲建設費は約2億6,500万円

1戸あたりのコストは約2,200万円

▲若者向け賃貸住宅（戸建12戸）

『グリーンビレッジ奈義』

▲東山工業団地では企業誘致を進め、

雇用の維持・拡大を行っている。

▲住居、子育て負担減、悩み相談、

応援体制による『安心感』

▲平成26年の合計特殊出生率が

2.81、出生数が60人！

▲『地域みんなで子育て支援』

地域ぐるみで子育てする体制構築
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▼【画像】岡山県奈義町の行政視察（奈義町議会） 13

▲奈義町子育て支援施策⑥～⑩

在宅育児支援金を交付(単独事業)

▲奈義町子育て支援施策①～⑤

出産祝金を交付(単独事業)

▲奈義町子育て支援施策⑪～⑮

軽度発達障害児を支援(単独事業)

▲奈義町子育て支援施策⑳～㉓

放課後児童ｸﾗﾌﾞは6,000円/人・月

▲奈義町子育て支援施策⑯～⑲

なぎﾁｬｲﾙﾄﾞﾎｰﾑの利用者は50人/日

▲平成31年度子育て支援関係事業費

約1億2,300万円(当初予算約3％)
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14▼【画像】兵庫県明石市の行政視察（明石市議会）

▲明石市こども総合支援条例等の

当日の配布資料

▲明石市の人口：約30万人、面積：

約50㎢で東西に細長い。

▲①保育料②医療費③遊び場の無料化

①保育所②少人数学級③本のまち推進

▲こども医療費の無料化等を進め、

中間層転入で人口はV字回復を達成。

▲子育て支援策の充実を図り、事後的

に条例制定を行ったという経緯

▲明石市が取り組む離婚前後の

こども養育支援について
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▼基金としても、切れ目のない子育て支援を！ 15

◆結婚・妊娠・出産・育児等の切れ目のない子育て支援

大学進学等に活用する奨学金制度をも関連付けて、

『子育てほぼゼロ円の島づくり』とキーフレーズ化し、

発信・改善し続けるべきであると考える。そのことによ

り、佐渡に住む子育て世代の方々が、より幸せな生活を

営むことができるようになるのではないか。

【出典】子育てするなら長和町 http://www.nagawa.ne.jp/

『子育てほぼゼロ円の島づくり』
とキーフレーズ化すべき！！！

佐渡市の
奨学金活用

国の留学
奨学金等活用

①『子ども未来応援基金』⇒対象：0～18歳を原則

②『若者未来応援基金(仮称)』⇒対象：15～24歳を原則
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▼政治は○○の産物・・・ 16
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－ 政治は妥協の産物

↓

＋ 政治は合意形成の産物

◆政治：国を治める活動。権力を使って集団を動かしたり、権力を得たり、保ったりすることに関係ある現象。主に人間集団、特

に国家や国家間の権力配分やそれをめぐる争い一般を指すものとして理解される事が多い。

◆妥協：何かの物事を進めるにあたって、関係する双方の意見が食い違い、そのままではそれ以上の進展が望めそうもないときに、

いずれか一方が自身の意見を取り下げたり、あるいは双方が互いに相手の意見を一部容認して、歩み寄りして、問題の打開を図る

こと。

◆合意形成：コンセンサスともいう。ステークホルダー（多様な利害関係者）の意見の一致を図ること。 特に議論などを通じて、

関係者の根底にある多様な価値を顕在化させ、意思決定において相互の意見の一致を図る過程のことをいう。

【出典】コトバンク、フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』


